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ルを目指すとともに、個々の募集人を対象に受験や履修管理

などをきめ細かく実施して、募集人資質の向上を図るものです。

また、これをベースに教育体制の整備を進めていきます。 

 

　お客様に提供する商品・サービスの品質基準を「安心品質」

として定め、「いつでも、どこでも、誰であっても」お客様の期待

通りの品質水準を確保することを徹底しています。 

　社員や代理店に本当に「安心品質」が浸透しているかどうか

を調査し、把握することが大事だと思います。本当に会社は変

わった、
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2007年度のCSR取り詮蜥﹈ と2008年度計画 
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■適正な業務運営に向けた各種業務プロセスの見直し 

■
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　東京海上グループ各社（特に国内保険各社）

では、「適正な業務運営」を最重要課題として

業務品質向上の取り組みを強化し、ほぼ計画

通りに実施しました。またグループ各社にお

いては電気・ガスなどの環境負荷データを把

握するための仕組みを整備し、事業活動に伴

う環境負荷削減の取り組みを強化しました。

特に東京海上日動では保険商品・サービス

に関連したリスク研究や投融資、社会に向け



 

 

 

 

　統治機構の概要は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　東京海上ホールディングスの常勤取締役に対する報酬

は、定額報酬、業績連動報酬（会社業績および個人業績に

連動）および株式報酬型ストックオプションで構成され、

監査役および非常勤取締役に対する報酬は、定額報酬お
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災害対策 
東京海上日動では、損害保険会社としての社会的使命を果たすため、ＢＣＰ※の策定等、
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お客様との関わり 
東京海上グループは、グループの総合力を結集し、時代の変化に先駆け、従来の保険の枠組みを超えた 

新たな商品・サービスの提供を通じて、多様化するお客様のニーズにお応えしていきます。 
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事前と事後の｢安心と安全｣トータルアシスト 事故が起こったときの対応 
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事業継続を支える最適なソリューション 
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次世代認定マーク 
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JOBリクエスト制度 
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第9回マングローブ植林ボランティアツアー 
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